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1. 標準的な開示（プライム企業上位） 
 

プライム市場の上位企業においては、「同一労働、同一賃金」であることを説明するために、
職種別・役職・勤続年数といった切り口は比較的良く利用される（例：トヨタ自動車、東京
海上 HD）。 
 
トヨタ自動車 

 
 
東京海上ホールディングス 

 
（ホールディングおよび中核子会社・各社に対して同様の開示） 

 



3 
 

本ページ以降、一般的な開示を超え、踏み込んだ情報提供を行う事例を掲載（好事例集）。 
 
2. ミスリーディング防止策 
比率が独り歩きしないよう、実数値や多角的な開示を行っている事例 
 

① 実数値の開示（給与、男女、役職別） 
ディスコ 

 
 

② 非正規労働者の GPG 
しずおか FG 
パート・定年再雇用の GPG と女性比率 
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③ 手当の要素を除いた賃金（所定内賃金上のギャップ） 
ノリタケ 

 
 
④ 女性比率詳細（採用・採用倍率・各役職） 

ローム 
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3. 経年変化 
 
時系列の開示例。主に「サステナビリティの取り組み」のセクションに開示。 
 
SMC 株式会社 
有報で経年変化（応募～採用～管理職比率～育休復帰）まで網羅した開示を行う例。 
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三井物産 
女性管理職比率の経緯と直近の採用人数 

 

 
 
 
三菱電機 
GPG の変化 
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4. グローバル比較 
 
日清食品ホールディングス（国内・海外・連結） 

 
アンリツ（海外・国内の連結） 
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ブリヂストン（12 月決算）グローバル・地域毎の開示 

 
 
花王（海外・国内連結）12 月決算 

 

 
 
  



9 
 

5. 改善策の提示（ロードマップ） 
 
有報の「サステナビリティに関する考え方」で取り組みの概要を説明し、詳細は Website、
統合報告書、サステナビリティレポートで開示する事例が多い。 
 
アステラス製薬 

 
 
丸紅 

 

（出所：Website） 
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6. その他 
 

① 第三者検証 
 
過去数年、ESG データに第三者検証を実施する企業が増加傾向（特に GHG 排出量等の環
境系データ）。検証の範囲を人的資本データにも拡大する例が増えているが、有報内でもこ
の点に触れて、データの客観性担保を強調する事例も見られる。 
 
LIXIL 
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② 注意点：男性の育休データ 
 
 育休データ開示では、殆どの場合、注記に計算根拠を記載される。 
 育休法の第 71 条４第１号または第２号に基づくケースに分かれる。 

（１号：育児休業、２号：育児休業+育児目的休暇） 
 事業主はいずれか１項目を選択し、有報上の注記で確認できる印象では、第１号

が大半（70%?）、第２号が 20~30%程度と混在。 
 １号・２号を併記する事例はわずかだが存在（現在確認できているのは十数社）。 
 

一般的な事例（トヨタ自動車、第１号に基づき表記） 

 
 

日清食品 HG（１号・２号の併記：39.2% vs 89.7%） 
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アステラス製薬（１号・２号の併記：32.5% vs 95.8%） 

 
 

 
 
日本取引所グループ（１号・２号との明記はないが、2 つの数値を併記）66.7% vs 23.3%  
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